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序　　　　　文

独立行政法人国際協力機構は、カンボジア王国関係機関との討議議事録（R/D）に基づき、水

資源気象省の灌漑に関する技術力向上と農民による末端水路の水管理実施等を目的とする、技術

協力プロジェクト「カンボジア灌漑技術センター計画フェーズ２」を、2006 年 1 月から 3.5 年間

の予定で実施してきました。

今般、プロジェクトの協力期間の終了を 2009 年 7 月に控え、当機構は 2008 年 11 月 16 日から

同年 12 月 5 日までの間、農村開発部国際協力専門員の西牧隆壯を団長とする終了時評価調査団

を現地に派遣し、カンボジア国側評価チームと合同で、これまでの活動実績等について総合的評

価を行いました。これらの評価結果は、日本国・カンボジア国双方の評価チームによる討議を経

て合同評価報告書としてまとめられ、署名・交換のうえ、両国の関係機関に提出されました。

本報告書は、同調査団による協議結果、評価結果を取りまとめたものであり、今後プロジェク

トの実施にあたり広く活用されることを願うものです。

終わりに、本調査にご協力とご支援を頂いた内外の関係各位に対し、心からの感謝の意を表し

ます。

平成 23 年 7 月

独立行政法人国際協力機構

農村開発部部長　熊代　輝義
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